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　　　「子どもたちを見守るけやきの樹」                                      　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　稲沢北小学校長　  三川 純代 
 

　３月１９日（月）、卒業生４４名が、稲沢北小学校を旅立ちました。入学したときには幼かった子ど

もたちも、６年間の小学校生活を通して、心も体も大きく成長しました。これも、保護者や地域の皆様

の温かいご理解とご支援の賜と感謝しております。 

　今年度も、「元気な声と、笑顔があふれる学校」のスローガンの下、６年生の皆さんが稲沢北小のリ

ーダーとしてがんばりました。穏やかで心優しい６年生は、いつも下級生を温かく見守り、そっと手助

けをする、そんな姿を見せてくれました。そこには間違いなく笑顔と安心感が生まれていたことでしょ

う。その姿は、きっと、下級生に継承されていくに違いありません。 

　さて、本校の北館と体育館の間には、けやき広場があります。開校当時に植えられた数本のけやきの

樹がしっかりと根を張り、堂々たる姿でそびえ立っています。このけやきは寿命が長く、千年以上生き

ると言われるほど、生命力が強い樹木なのだそうです。　 

　春、小さな１年生は大きなけやきに驚きます。４～５月頃には黄緑色の小さな花を咲かせますが、と

ても控えめに花を咲かせているため、その存在に気付く子は少ないかもしれません。しかし、大きな樹

の下で、元気よく走り回る姿が見られます。 

　夏には、たくさんの葉が生い茂り、木陰をつくります。大変暑い日にもさわやかな風に包まれ、樹木

のまわりで生きもの探しをする子どもたちの声が響きます。 

　秋になると、葉っぱが黄色や赤に色付き、とてもきれいです。そのうち、はらはらと葉が落ち始め、

とたんに、落ち葉のじゅうたんが敷き詰められます。落ち葉の量は大変なもので、掃除の時間には多く

の子どもたちが落ち葉拾いをする光景が見られます。 

　冬になると、葉はすっかりと無くなり、寒々しい姿となります。しかし、たまに雪が積もった日には、

雪合戦の格好の場となり、寒さに負けない子どもたちの元気な声が戻ってきます。 

　一年を通して、けやき広場には子どもたちが集い、元気な声と、笑顔があふれます。そして、高いと

ころから、けやきの樹が子どもたちの成長を温かく見守ってくれています。 

　保護者や地域の皆様には、今後も変わらず、卒業生と稲北っ子、稲沢北小学校を見守っていただき、

お力添えをいただきますよう、お願い申し上げます。 
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なかよし遊び！！ 

　３月８日（金）に今年度最後のなかよし遊びを行いました。今年度はコロナ禍でのスタートだっ

たため、６年生２回、５年生２回、４年生１回の立案となり、年間を通して５回の活動となってし

まいました。立案時には、どの学年でも分かりやすく、簡単にできる遊びを一生懸命考えている姿

が見られました。その結果、多くの児童が楽しんで活動する姿が見られました。また、６年生は最

後のなかよし活動となるため、自分たちの思いを活動班の仲間に伝えました。どの学年もお互いを

思いやって活動をすることができました。 

 

 

 



 

　

　   　　　　　～６年生への手作りプレゼント～ 
   　　１・２年生…首飾り   ３・４年生…招待状 
   　　５年生…鉛筆立て 

　 ３月１日（金）に、「６年生を送る会」が行わ
れました。この日まで、各学年が６年生一人一人
に手作りプレゼントを用意したり、出し物の練習
をしたりしてきました。今年度は、全校児童が体
育館に集まって実施しました。各学年の出し物を
目の前で見ることができ、昨年度とはまた違った
送る会になりました。各学年の出し物は、ダンス
や劇など、どれも６年生への思いがいっぱい詰ま
っていてとても見応えがありました。６年生は、
卒業式で歌う「未来への賛歌」を披露しました。
どの児童も、感謝の気持ちを伝え合い、すてきな
時間を過ごすことができました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    　

３年生　 感謝の気持ちを伝えよう 

　 

　３年生は、日頃からお世話になっている人への感謝について
考えました。子どもたちは、毎日の生活を支えてくださってい
る保護者の方や、町で見守ってくださっている地域の方々に感
謝を伝えたいという思いをもちました。そこで自分が感謝を伝
えたい人に向けて思いを伝えるために、ありがとうの気持ちを
込めたメッセージとイラストを鉢植えにかきました。さらに、
その鉢植えにパンジーの苗を植えて、感謝を伝える人にプレゼ
ントをする活動を行いました。 

  子どもたちは、日頃お世話になっている人たちを思い浮かべ、
気持ちを込めてメッセージやイラストをかいていました。パン
ジーの苗を植える際には、慣れない作業に苦戦しながら、一生
懸命植えていました。また、「喜んでくれるといいな」と感謝を
伝える人のことを思い浮かべたり、「これからもたくさん感謝を
伝えたい」という思いをもったりする児童の姿が見られました。 

　子どもたちは今回の活動を通して、お世話になっている人へ
日頃から感謝を伝えることの大切さを学ぶことができました。
この経験を生かして、これからも感謝の気持ちをもって生活を
してほしいと思います。 


